
科目修了試験の実施

全課程で開講されるほとんどの授業科目において、科目修了試験が行われます。科目修了試験に合格し

なければ、単位を修得することはできません。

科目修了試験を受験するためには、事前に科目担当教員により課せられた、レポート課題すべてに合格

しなければなりません。レポート課題全てに合格した院生には、科目修了試験前に科目修了試験受験許可

証が送付されます。

なお、科目修了試験は、本学会場（宮崎県延岡市・九州医療科学大学キャンパス）においてのみ実施し、

冬期スクーリング期間中を利用して行います。

学習評価の基準

各科目の評価基準は以下のとおりとし、科目担当教員が事前事後の学習成果を含めた単位修得の認定評

価を行います。

単位修得の認定結果
単位修得の認定結果は、年度末に文書（郵送）でお知らせします。

科科目目修修了了試試験験

評 価 評 点 判 定 単位修得の認定

秀 （Ｓ） ～ 点

合 格 認 定
優 （Ａ） ～ 点

良 （Ｂ） ～ 点

可 （Ｃ） ～ 点

不 可（Ｄ） ～ 点
不 合 格 不 認 定

放 棄（Ｅ） 試験放棄、その他

社会福祉学研究科 保健医療学研究科 共通

九州医療科学大学大学院 通信制 学位論文審査規程

（目的）

第１条 本規定は、九州医療科学大学大学院 通信制 規程に基づき、学位論文の審査に関する必要な事項を定

める。

提出条件

第２条 修士の学位論文（以下「修士論文」という。）は、修士課程に２年以上在学し、所定の単位を修得（見

込み）した者でなければ、これを提出することはできない。

ただし、在学期間に関しては、優れた業績を上げた者については、大学院に１年以上在学すれば足りるものと

する。

（論文作成）

第３条 修士論文は、指導教授の指導と承認の下に作成するものとする。

（提出方法）

第４条 修士論文は、１編２部を指定された日時までに当該研究科長に提出するものとする。

（審査の委嘱）

第５条 修士論文の審査は、当該研究科教授会で承認された審査委員によってこれを行う。

２ 審査委員は、指導教授を主査とし、副査の当該専攻所属の教員１名以上をあてるものとする。

３ 前項に加えて必要のあるときは、当該研究科教授会の議を経て、副査として当該専攻以外の教員等をあて

ることができる。

（審査の時期）

第６条 修士論文の審査は、当該論文の提出期限後、おおむね１ヶ月以内に終了するものとする。

（審査結果の報告）

第７条 審査委員は、修士論文の審査結果を当該研究科教授会に報告し、承認をされなければならない。

（雑則）

第８条 この規程に定めるもののほか必要な事項は別にこれを定める。

附則 この規程は、平成 年 月 日から施行する。

附則 この改正規程は、平成 年 月 日から施行する。

附則 この改正規程は、令和 年 月 日から施行する。

修修士士論論文文
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修士論文要旨作成要領

要旨作成にあたっては、以下の点に留意し、テンプレートにて要旨ファイルを作成し、 部提出すること。

）ファイルは 版 縦形式の横書きで にて作成すること。

）演題名、院生・指導教員氏名、所属を明記し、演題タイトルは 文字以内、本文 文字以内

（図表なし）でまとめること。

）フォントは日本語および数字は 明朝、英語は を使用すること。

）フォントサイズは、演題名 ポイント、演者名および所属 ポイント、本文 ポイント

）本文は 文字以内で「目的、方法、結果、考察、結論」を記入する。

【目的】【方法】【結果】【考察】【結論】などのタイトルは ゴシック ポイントで作成。

）単位標記については、物理化学量および単位など度量衡などの単位は、 単位の使用を原則とする。

） 語以内のキーワード（日本語と英語）を付記する。

） ページ以内で作成すること。

【修士論文要旨様式】

九州医療科学大学 大学院（通信制）保健医療学研究科 博士（前期）課程
演題名

大学院生氏名、指導教員氏名

所属機関名

キーワード：

：

要旨本文

修士論文の審査基準

保健医療学研究科博士（前期）課程では、以下の審査基準により修士論文を評価します。

修士論文の審査基準

審査対象者氏名：

審 査 者：（主査・副査） 印

論文題目：

以下の各項目について、該当するものに○を付けて下さい。なお、 、 、 、 の記号は、それぞれ優、良、

可、不可に相当します。また、判定できない項目については、 に印をつけて下さい。

１１．．論論文文

１） 目的【ねらい】の着想は正しいか？ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

２） 研究の構想【全体構成】は妥当か？ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

３） 氏名・所属の表記法は正しいか？ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

４） 論題（タイトル）の和文・英文は適正か？ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

５） 英文抄録の構文・単語に問題はないか？ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

６） キーワード は適正か？ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

７） 緒言で本論文の目的が述べられているか？ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

８） 対象 材料 の選択は正しいか？ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

９） 方法の選択は正しいか？ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

） 論文のオリジナリティーは保たれているか？ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

） 生命倫理の精神は保たれているか？ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

） 結果は明確に記述されているか？ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

） 必要な図・表が使われているか？ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

） 図・表の説明は充分なされているか？ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

） 漢字・数字の取り扱いに問題はないか？ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

） 専門用語を正しく使っているか？ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

） 考察は客観的であるか？ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

） 内容の正しさと論旨の一貫性は保たれているか？ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

） 対象事象の意義は認められるか？ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

） 論文の長さは適正か（枚数は満たされているか） Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

） データ処理は適正か？ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

） 結論、抄録で論文の核心を述べているか？ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

） 文献検索は充分行っているか？ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

） 文献の記載方法は正しいか？ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

２２．．ププレレゼゼンンテテーーシショョンン

１） プレゼンテーションの言語は明瞭だったか？ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

２） プレゼンテーションは論文内容を充分説明していたか？ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

３） 発表の態度、スライド等は適正であったか？ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

３３．．総総合合評評価価 Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ ・ Ｄ

＊その他、コメントがある場合には次のページに記入して下さい。

コメント
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